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けていくモデルを示したり，支えたりすることにより，
経験の意味づけを促していることを明らかにした．
7）「実習における教員と看護師の教材化の比較」
　柴田，川本（2017）は，実習における生命倫理に関す
る指導について，教員と看護師がインフォームドコンセ
ント教授のために選択した現象は一致していたが，現象
の再現は一致していなかったことを報告し，教員と看護
師はそれぞれの経験と役割にひきつけた指導をする傾向
があり，双方の連携と計画的な教材化が必要であること
を明らかにした．島田，高島（2008）は，教材化として
の現象の捉え方は教員と看護師とで一致していたが，そ
の場面で伝えたい看護は一致していなかったことを明ら
かにした．これは，柴田，川本（2017）の結果と一致し
ていた．また，島田，高島（2017）は，両者の視点の相
違を活かした協働的な指導体制を整えることの有効性を
示唆した．
8）「指導者講習会における学びの明確化」
　白木，高野，柚江，川島，近藤（2012）は，指導者講
習会において，「看護理論と実践を関連づけた指導の必
要性」，「学習者の看護教育課程の理解」，「学習者のレディ
ネスに応じた教育」などの学びを得たことを報告した．
Ⅳ．考　　察
1．教材解釈と教材構成
　吉富他（2004）は，教材化に関わる教員行動の概念を
創出し，教材化の実現のためには，教材解釈と教材構成
を必要とすることを述べている．教材解釈については，
平野（2018）も，教員には看護観，教育観，専門知識を
土台とした個別的かつ全体的な教材の解釈が求められる
と述べている．池田，斉藤（2011）は，教材化に必要な
教員の力について，「多重課題に対応する力」，「看護実
践力を駆使する力」が土台にあり，「素材（現象）を捉
える力」，「変化する素材（現象）を捉える力」，「素材（現
象）を分析する力」，「素材（現象）を選定する力」，「素
材（現象）から何を学べるか分析する力」であることを
明らかにした．この，素材（現象）を捉え，分析，選定
し，学修可能内容を分析することは，教材解釈である．
以上のことから，実習における教材化において，教材解
釈の力が重要であると考えられる．
　また，柄澤他（2005）は，カンファレンスにおける教
材化により，学生自ら体験を看護学的に意味づけること
を支援できること，吉野（2004）は，グループ面接にお
いて，教員が自身の専門的な知識と経験を統合し，経験
を意味づけていくモデルを示し，学生の経験の意味づけ
を促す教材化の関わりをしていることを明らかにした．
カンファレンス，グループ面接においても，教材解釈と
教材構成の力が重要であると言える．
2．教員と指導者の協働の必要性と課題
　効果的な実習指導方法を検討するために教材化に関す
る教員・指導者研修を実施し，その評価が報告されてお
り，内村他（2011）と村田他（2012）は，指導者が，学
生の捉え方や看護師と学生の関係性，指導者の役割につ
いて学びを深めていることを報告している．また，白木
他（2012）は，実習指導者講習会において，指導者が看
護観や学習者観，教育観，教材観を再構築していること
を報告している．学習者観や教育観，看護観，教材観は，
教材化の土台となり指導過程に反映するため，複数の指
導者の学習者観や教育観，看護観，教材観に触れる研修
は有効である．
　柴田，川本（2017）は，教材構成において教員と看護
師に違いがあったこと，島田，高島（2008）は，教材化
としての現象の捉え方は，教員と看護師とで一致したが，
その場面で伝えたい看護は異なることを報告している．
お互いの学習者観や教育観，看護観，教材観を理解し，
双方の視点の相違を活かして，より充実した教授学習活
動を展開するために，教員と指導者が共に教材化を検討
できる場が有効であると考える．
　柴田，松永（2006）と片岡他（2010）は，教材化の視
点から，特定のケアにおける教員の実習指導過程を検討
した．また，冨澤（2001，2005），野崎（2001），紙野
（2004），安藤他（2009）は，学生の学びの経過・内容を
ふまえ，実習における指導方法・方向性を検討した．一
ノ山他（2011），須田（2014），石川，山本（2015），柴田，
川本（2018）は，講義・演習における教材について検討
した．これらのように，指導の方向性や指導過程，教材
の適切性を検討することは，学習の場を創り出せている
かを評価することであり，より効果的な教育方法を検討
するために必要である．
　学生の看護学実習がより充実したものになるために
は，教員と指導者が，実習指導における教材化の方向性
やプロセスを確認，修正していく必要がある．そのため，
今後は教材化の取り組みを振り返り，評価できる指標が
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必要であると考える．
Ⅴ．結　　論
　2001年から2019年までの看護学教育における教材化
に関する国内文献25件を検討した結果，以下のことが
明らかになった．
1． 各論文の研究目的から，「実習における教員の教材化
のプロセス・内容，役割の明確化」，「学生の学びを
進める指導方法の検討」，「教材の違いによる学びの
検討」，「教材化に関する教員・指導者研修の評価」，
「特定のケアの指導過程から教材化の過程の明確化」，
「カンファレンス，グループ面接における教材化のプ
ロセス，教員に必要な能力の明確化」，「実習におけ
る教員と看護師の教材化の比較」「指導者講習会にお
ける学びの明確化」に分類できた．
2． 教員と指導者双方の学習者観や教育観，看護観，教
材観を理解し，双方の視点の相違を活かして，より
充実した教授学習活動を展開するために，教員と指
導者が共に教材化を検討できる場が有効である．
3． 学生の看護学実習がより充実したものになるために
は，教員と指導者が，実習指導における教材化の方
向性やプロセスを確認，修正していく必要がある．
そのため，今後は教材化の取り組みを振り返り，評
価できる指標が必要である．
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